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購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

定
価
三
十
円

4
月
に
な
る
と
世

の
中
の
多
く
は
新
年

度
に
入
り
ま
す
。

北
支
部
に
於
い
て

も
7
日
（
日
）
の
定

期
大
会
よ
り
13
年
度

が
ス
タ
ー
ト
。
新
執

行
部
が
頑
張
っ
て
仲

間
の
為
に
や
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
信
じ
よ

う
。3

月
29
日
（
金
）

に
発
表
さ
れ
た
「
設

計
労
務
単
価
」
、
今

年
度
の
単
価
は
八
年

振
り
に
16
％
も
上
が

っ
た
。
低
賃
金
に
悩

む
仲
間
が
多
い
中
、

今
年
か
ら
公
共
工
事

の
単
価
が
上
が
る
た

め
、
民
間
工
事
の
単

価
も
上
げ
ろ
と
い
う

通
達
が
出
た
こ
と

は
、
一
筋
の
光
明
で

あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
表

明
し
た
自
民
党

安

倍
首
相
、
支
持
率
は

い
ぜ
ん
と
し
て
高
い

ま
ま
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
言
わ
れ
る
経

済
戦
略
を
し
て
い
る

が
、
一
部
の
金
満
家

に
は
良
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
多
く
の
人

々
に
と
っ
て
は
円
安

に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
等

の
輸
入
物
価
の
値
上

が
り
で
大
変
に
な
っ

て
く
る
の
で
、
あ
ま

り
賛
成
で
き
な
い
。

（
栗
木
）

月 日（水）午後2時～4時
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私
達
の
要
求
実
現
の
た
め
、

北
支
部
を
大
き
く
強
く
し
よ
う

の
拡
大
も
で
き
た
。
仕

事
確
保
の
取
組
み
と
し

て
は
、
「
北
区
の
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
」
の
継

続
、
「
住
ま
い
作
り
相

談
室
」
等
で
２
０
０
０

万
円
以
上
の
工
事
額
依

頼
も
あ
り
、
北
区
の
防

災
協
定
の
締
結
に
よ

り
、
災
害
時
の
緊
急
防

災
処
置
の
委
託
も
受
け

る
こ
と
が
出
来
た
と
い

う
要
求
が
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
私
達
の
仕
事

と
暮
ら
し
を
脅
か
す
消

費
税
増
税
・
社
会
保
障

改
悪
反
対
を
、
６
月
の

都
議
選
、
７
月
の
参
院

選
勝
利
に
向
け
て
、
私

た
ち
の
要
求
が
実
現

す
る
様
奮
闘
し
て
、

本
大
会
を
成
功
に
終

わ

ら

せ

ま

し

ょ

う
。
」
と
挨
拶
。
そ

の
後
に
は
出
席
さ
れ

た
各
政
党
の
方
々
、

共
闘
団
体
の
方
々
、

東
京
土
建
本
部
の
方

々
の
来
賓
挨
拶
お
よ

び
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
石
川
大
会
運
営

委
員
長
か
ら
大
会
議

事
日
程
案
、
赤
羽
資

格
審
査
委
員
長
か
ら

資
格
審
査
報
告
、
深

堀
選
挙
管
理
委
員
長

か
ら
役
員
選
挙
に
つ

い
て
の
報
告
、
渡
辺

委
員
長
か
ら
表
彰
制

度
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
表

彰
制
度
に
つ
い
て
は

「
ハ
ガ
キ
要
請
の
部

に
お
い
て
、
回
収
率

が
分
会
組
合
員
数
の

２
０
０
％
を
超
え
る

全
分
会
に
つ
い
て
表

彰
対
象
と
す
る
。
次

年
度
か
ら
は
一
律
1

万
円
と
す
る
。
」
と

言
う
提
案
が
な
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
中
西
書
記
長
か

ら
一
般
経
過
を
、
中

島
財
政
部
長
か
ら
財

政
報
告
を
、
会
計
監

査
か
ら
監
査
報
告
が

あ
っ
た
後
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
中
西
書

記
長
か
ら
２
０
１
３

年
運
動
方
針
案
提
案

と
岡
村
予
算
編
成
委

員
長
か
ら
予
算
案
提

案
が
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
５
分
科

会
に
分
か
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
部
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

分
科
会
に
参
加
し
た
組

合
員
の
自
己
紹
介
や
率

直
で
活
発
な
意
見
と
討

議
を
す
る
中
で
、
交
流

も
深
め
ま
し
た
。
本
会

議
に
て
各
分
科
会
終
了

後
は
５
分
科
会
議
長
が

議
案
の
討
議
内
容
の
報

告
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

拍
手
を
持
っ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
２
０

１
３
年
の
運
動
方
針
案

と
予
算
案
の
提
案
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
提
案
も

承
認
さ
れ
、
本
部
・
支

部
・
分
会
お
よ
び
西
ヶ

原
分
会
紙
「
た
に
し

３
０
０
号
達
成
」
と
豊

王
分
会
紙
「
ほ
う
お
う

２
０
０
号
達
成
」
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
て
の
審
議
終
了

後
は
、
退
任
さ
れ
る
役

員
の
代
表
と
し
て
石
垣

副
委
員
長
が
挨
拶
を
行

い
、
そ
の
後
、
新
役
員

の
紹
介
が
さ
れ
代
表
と

し
て
渡
辺
新
執
行
委
員

長
よ
り
「
今
回
執
行
委

員
と
し
て
21
歳
の
若
い

組
合
員
が
就
任
し
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
後
継

者
は
皆
で
大
き
な
力
を

注
い
で
育
成
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
挨
拶
。
大
会

諸
役
員
解
任
、
書
記
解

任
・
大
会
議
員
団
解
任

の
後
、
渡
辺
執
行
委
員

長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
と

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
く
く
ら
れ
、
終
了
し

ま
し
た
。

石
垣
副
委
員
長
の

開
会
、
資
格
審
査
委

員
の
任
命
の
後
、
赤

羽
資
格
審
査
委
員
長

の
成
立
宣
言
が
さ

れ
、
議
長
団
選
出
、

諸
役
員
任
命
・
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
長
団
に
北
東

分
会
の
本
田
茂
さ
ん

と
北
赤
羽
分
会
の
田

家
寿
美
子
さ
ん
が
、

大
会
書
記
に
は
、
主

婦
の
会
か
ら
伊
波
祥

子
さ
ん
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
石
川
大
会

運
営
委
員
長
よ
り
大

会
役
員
の
紹
介
の

後
、
渡
辺
執
行
委
員

長
「
昨
年
の
分
会
再

編
で
新
し
く
３
分
会

が
立
ち
上
が
っ
た

が
、
反
面
組
織
強
化

に
つ
い
て
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
、
そ

の
問
題
解
決
に
向
け

て
着
手
し
て
き
た
。

そ
の
中
、
春
・
秋
の

仲
間
作
り
月
間
で
は

全
分
会
目
標
達
成
と

共
に
年
間
16
・
８
％

4
月
7
日
（
日
）
、
午
前
9
時
45
分
よ
り
、
北
と

ぴ
あ
飛
鳥
ホ
ー
ル
に
て
、
北
支
部
第
65
回
定
期
大

会
が
出
席
代
議
員
１
４
３
名
、
特
別
代
議
員
10

名
、
来
賓
団
体
18
団
体
、
27
名
合
計
１
８
０
名
の

出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
26
日
か
ら
始
ま
っ

た
春
の
仲
間
づ
く
り
月
間

は
１
か
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
支
部
大
会
を
経
て
、

15
日
か
ら
は
本
格
的
な
統

一
行
動
が
始
ま
り
、
21
日

の
決
起
集
会
で
は
約
１
０

０
名
の
仲
間
で
全
分
会
目

標
達
成
・
組
織
実
増
の
意

思
統
一
を
し
ま
し
た
。
こ

こ
ま
で
目
標
92
名
（
３
．

５
％
）
に
対
し
43
名
（

１
．
６
４
％
）
の
成
果

で
、
全
分
会
目
標
達
成
を

果
た
し
た
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。
分
会
別
で
は
滝

野
川
分
会
が
６
名
成
果
と

早
く
も
目
標
ま
で
「
あ
と

題
で
困
っ
た
ら
組
合

へ
相
談
」
を
５
月
で

は
さ
ら
に
徹
底
し

て
、
仲
間
を
増
や
す

こ
と
は
要
求
や
組
合

メ
リ
ッ
ト
を
守
り
発

展
さ
せ
る
運
動
で

す
。
一
人
の
力
を
す

べ
て
の
仲
間
の
大
き

な
力
に
し
て
仲
間
づ

く
り
運
動
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
全
体

と
し
て
の
加
入
状
況

は
大
き
く
上
向
い
て

い
ま
す
の
で
、
５
月

以
降
も
分
会
組
織
強

化
運
動
を
す
す
め
な

が
ら
仲
間
と
の
対
話

量
を
引
き
上
げ
、
全

分
会
目
標
達
成
・
全

分
会
組
織
実
増
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

１
名
」
と
全
体
を
引

っ
張
り
、
北
赤
羽
・

十
央
・
北
東
が
４
名

成
果
、
神
東
３
名
成

果
と
４
月
目
標
を
突

破
し
て
い
ま
す
。
こ

の
月
間
は
「
全
世
代

で
仲
間
の
つ
な
が
り

広
げ
る
」
こ
と
を
行

動
の
重
点
と
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
仲

間
、
特
に
若
い
世
代

と
の
対
話
を
広
げ

て
、
「
み
ん
な
で
進

め
る
仲
間
づ
く
り
運

動
」
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ

の
間
広
く
呼
び
か
け

て
い
る
「
未
加
入
問

み
ん
な
で
進
め
る
仲
間
づ
く
り
を

組
織
部
長

岡
村

茂
寿

春の仲間づくり実績 ５月２日現在

団結ガンバローで大会は終了しました。

北
赤
羽

赤

羽

西
が
丘

神

東

十

央

豊

王

北

東

滝
野
川

西
ヶ
原

事
業
所

支
部

目
標
数

7 ６５７８10 ８７５29 92

加
入
数

4 ３１３４３４６０15 43

残

数
3 ４４４４７

４１
５14 49
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3
月
23
日
（
土
）

北
赤
羽
ふ
れ
あ
い

館
で
22
名
の
参
加
で

北
赤
羽
分
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
年
中
の
活
動
報

告
、
会
計
報
告
の
後

に
13
年
の
活
動
方
針

案
及
び
予
算
案
が
報

告
さ
れ
、
参
加
者
の

承
認
を
受
け
ま
し

た
。
役
員
選
出
で
は

分
会
長
に
中
野
悦
男

さ
ん
、
副
分
会
長
に

津
金
英
男
さ
ん
、
書

記
長
に
越
川
修
さ

ん
、
支
部
執
行
部
に

手
島
信
治
さ
ん
と
田

家
寿
美
子
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

北
赤
羽
分
会
が
発

足
し
て
一
年
、
分
会

の
組
合
員
の
方
々
に

は
多
く
の
手
助
け
を

頂
き
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。
今
年

度
は
組
織
の
若
返
り

と
強
化
を
目
指
し
ま

す
。

（
中
野
）

3
月
24
日
（
日
）

赤
羽
分
会
総
会
を
分

会
セ
ン
タ
ー
で
25
名

の
出
席
で
開
催
し
ま

し
た
。

昨
年
の
活
動
、
会
計

報
告
監
査
等
す
べ
て

承
認
さ
れ
、
今
年
度

の
運
動
方
針
案
、
予

算
案
な
ど
も
承
認
さ

れ
、
役
員
体
制
も
現

状
の
ま
ま
で
す
。
赤

羽
分
会
は
組
合
員
の

減
少
も
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
要
請

行
動
に
は
積
極
的
に

全
力
を
向
け
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
次
世
代

の
育
成
も
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
是
非

会
合
に
顔
を
だ
し
て

引
き
継
ぎ
の
担
い
手

に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
。

（
佐
藤
）

西
が
丘
分
会
総
会
は

3
月
24
日
（
日
）
、

三
和
自
治
会
館
で
分

会
再
編
後
、
初
の
分

会
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
出
席
者
は
25

名
。
旧
西
が
丘
分
会

と
旧
赤
羽
台
分
会
の

一
部
と
の
合
併
の
再

編
で
、
仲
間
の
数
も

増
え
お
互
い
に
協
力

し
よ
り
良
い
組
合
に

し
て
行
け
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
一
致

し
、
固
い
絆
が
出
来

た
総
会
で
あ
っ
た
。

役
員
と
し
て
、
横
川

雍
雄
分
会
長
と
佐
藤

栄
一
書
記
長
が
再
任

さ
れ
、
副
分
会
長
が

四
人
、
書
記
次
長
に

長
谷
川
義
和
が
新
任

さ
れ
た
。
（
栗
木
）

十
央
分
会
は
３
月
30

日
、
中
一
会
館
に
て
分

会
総
会
を
出
席
者
３
８

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
は
昨
年
９

月
十
条
分
会
と
中
央
分

会
が
合
併
し
て
初
め
て

の
分
会
総
会
で
す
。
２

０
１
２
年
の
報
告
と
２

０
１
３
年
方
針
が
示
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度

役
員
は
分
会
長
小
島
さ

ん
、
書
記
長
に
は
細
川

さ
ん
、
財
政
部
長
に
小

川
さ
ん
、
副
分
会
長
に

堀
田
さ
ん
、
秋
山
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
高
橋
）

3
月
23
日
（
土
）
19

時
か
ら
、
分
会
住
宅

セ
ン
タ
ー
に
て
37
名

の
参
加
で
分
会
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

12
年
中
の
活
動
報

告
、
会
計
報
告
の

後
、
13
年
度
の
運
動

方
針
案
と
予
算
案
な

ど
を
承
認
さ
れ
た
後

に
新
し
い
役
員
選
出

と
な
り
、
副
分
会
長

に
平
松
一
夫
さ
ん
、

支
部
執
行
委
員
に
柴

田
和
春
さ
ん
、
書
記

次
長
に
吉
田
康
弘
さ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
滝
野
川
分

会
で
は
、
来
年
度
を

見
据
え
て
14
年
度
総

会
で
は
支
部
常
任
役

員
を
選
出
で
き
る
体

制
を
作
り
ま
し
た

（
向
山
）

３
月
24
日
（
日
）
梶
原

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
て
、
分
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
33
名
、
委
任

状
6
枚
で
総
会
は
成

立
し
ま
し
た
活
動
報

告
等
は
ス
ム
ー
ズ
に

す
す
み
ま
し
た
が
、

役
員
選
出
で
は
時
間

を
と
り
ま
し
た
。
新

役
員
と
し
て
は
、
副

分
会
長
に
佐
久
間
伸

明
さ
ん
と
三
浦
重
信

さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

（
根
岸
）

3
月
24
日

北
区

立
滝
野
川
会
館
３
０

２
号
集
会
室
に
於
い

て
第
31
回
西
ヶ
原
分

会
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
分
会
組
織
数

１
４
１
名
内
代
議
員

35
名
、
委
任
状
94
枚

で
総
会
は
成
立
し
ま

し
た
。
富
田
分
会
長

挨
拶
の
後
、
江
川
書

記
長
か
ら
活
動
報
告

が
あ
り
、
赤
羽
財
政

部
長
か
ら
決
算
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、

深
谷
代
議
員
か
ら
、

分
会
新
聞
「
た
に

し
」
に
載
せ
る
ミ
ニ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
告
知
の
仕
方
な
ど

に
質
問
と
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

過
去
例
を
見
な
い

（
参
加
者
組
織
人
員

の
２
５
％
）
で
会
議

室
は
満
杯
で
し
た
。

新
分
会
長
に
井
上

氏
、
分
会
推
薦
執
行

委
員
に
富
田
氏
が
決

ま
り
、
専
門
部
長
も

問
題
な
く
決
ま
り
ま

し
た
。

又
分
会
財
政
的
に

は
次
年
度
繰
越
が
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

35
万
円
あ
り
、
新
年

度
予
算
案
も
無
事
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

（
井
上
）

３
月
23
日
（
日
）

支
部
会
館
に
お
い
て

第
38
回
主
婦
の
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
49
名

で
し
た
。

午
前
中
は
本
部
常

任
の
井
澤
智
さ
ん
の

「
原
発
問
題
」
に
つ

い
て
の
学
習
会
で
、

午
後
か
ら
は
活
動
方

針
、
会
計
報
告
と
な

り
無
事
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
会

長
の
定
年
か
ら
若
い

会
長
西
ヶ
原
分
会

千
葉
理
恵
さ
ん
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

（
伊
波
）

３
月
17
日
（
日
）

北
支
部
会
館
に
て
第

12
回
北
の
会
総
会

が
、
代
議
員
50
名
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
年
度
の
活
動
報

告
、
13
年
度
活
動
方

針
案
、
申
し
合
わ
せ

事
項
改
定
案
、
財
政

収
支
報
告
を
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

13
年
度
役
員
は
、

十
央
分
会
堀
田
晋
作

さ
ん
が
新
会
長
に
、

半
田
清
一
郎
前
会
長

は
、
会
の
顧
問
と
な

り
、
赤
羽
分
会
高
橋

清
幹
事
が
赤
羽
分
会

富
田
隆
一
さ
ん
と
交

替
し
ま
し
た
。

（
持
田
）

北
Ｐ
Ａ
Ｌ
は
、
3

月
25
日
（
月
）
に
第

8
回
総
会
を
17
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

12
年
度
の
総
括
と
、

13
年
度
の
方
針
案
を

討
議
し
、
今
年
度
は

Ｐ
Ａ
Ｌ
の
活
動
を
理

解
し
た
仲
間
の
拡

大
、
建
退
共
手
帳
の

普
及
活
動
、
設
計
労

務
単
価
上
昇
に
伴
う

公
契
約
情
勢
制
定
運

動
を
中
心
に
活
動
す

る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
会
長
に
栗
木
末

蔵
さ
ん
、
事
務
局
長

に
中
西
昭
一
さ
ん
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
栗
木
）

( 4 )

２
０
１
３
年
度

労
働
保
険

更
新
の
お
知
ら
せ

東
京
土
建
事
務
組
合
で
労
働
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
て
、
年
度
更
新
手
続
き
が

終
わ
っ
て
い
な
い
組
合
員
の
方
は
、
現
在

支
部
事
務
所
に
て
随
時
受
付
中
で
す
。

月
曜
日
～
金
曜
日
ま
で
の
10
時
～
17

時
。
最
終
受
付
日
は
５
月
24
日
（
金
）
迄

と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
者
ま
で
お
問
合
せ
下
さ

い
。労

災
・
雇
用
保
険
担
当

江
藤

℡
０
３
（
５
３
９
０
）
６
０
２
１

春
の
火
災
共
済
・
自
動
車
共
済
月
間
が

始
ま
り
ま
し
た
。

ど
け
ん
火
災
共
済
は
、
日
本
一
安
い
掛
金
で
民
間
保

険
の
半
分
、
し
か
も
保
障
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
火
災
共
済
に
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

加
入
す
る
方
に
は
抽
選
で
70
名
の
方
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
自
動
車
共
済
は
、
掛
金
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、
事

故
処
理
が
て
い
ね
い
、
他
の
自
動
車
保
険
の
無
事
故
割

引
が
継
続
で
き
る
、
安
心
の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
と
メ
リ

ッ
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

月
間
の
対
象
は
見
積
も
り
で
す
が
、
６
月
30
日
ま
で
に

加
入
す
る
と
、
抽
選
で
70
名
の
方
に
豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
東
京
土
建
の
自
動
車
共
済
に
未

加
入
の
車
の
オ
ー
ナ
ー
の
組
合
員
さ
ん
、
い
ま
す
ぐ
に

お
見
積
り
を
。

北
赤
羽
分
会

赤
羽
分
会

西
が
丘
分
会

十
央
分
会

北
東
分
会

西
ヶ
原
分
会

主
婦
の
会

シ
ニ
ア
北
の
会

北
Ｐ
Ａ
Ｌ

滝
野
川
分
会

、


